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人生優先課題（ヨハネ3:3-7）
昔、大阪の道頓堀で路傍伝道をしていたときに、このような歌詞の歌を歌っていた覚えがあります。そこを多くの人が行き来しているのを見て、「今、あなたは急いで懸命にどこに向かっているのですか。何のために走っているのですか」という内容です。そこに、本当に求めていたもの、幸せはあるのでしょうか。あるいは、死に向かってそんなにも急いでいるのでしょうか。そういう意味だったと思います。いまも人々が成功ある人生をめざし、また、幸せを求めて自分なりに懸命に、時には急いで、ある時にはあわてて走っているのではないでしょうか。その結果、成功を手に入れて、また、求めていたものを手に入れる場合もありますが、本当に自分が求めていたものは、そこになかったのだなというむなしさを感じる場合もあります。そうすると、また違う方向に向かって懸命に走らなければいけないわけです。その反対に、最初から条件が良くない、また、いろいろな要素が整っていないがゆえに、回りから無視される人もいるし、最初からあきらめてしまう場合もあります。そういうことに対して反発の思いを持って、結局、事件に発展してしまうケースも少なくありません。どのように生きることが美しい人生なのでしょうか。人生を生きるだけで、なにが一番大事な課題なのでしょうか。一番重要なのは一体何でしょうか。どのように生きることが正しく生きることなのでしょうか。そのようなつもりで頑張った人、急いでそこにたどりついたのにもかかわらずそうではなかったとなればどうすればよいでしょうか。

今日、お読み示した聖書の個所に登場しているニコデモもという人物について、少し考えたいと思います。この人はユダヤ人の指導者であり、またパリサイ派出身の人なのです。つまり、普段、私たちが口にしている成功というものを手に入れている存在です。自分なりには努力したでしょう。ほかの人より急いで懸命に頑張っていたと思います。そうでなければ、このようにはなれないわけですから。また、指導者になるためには、人にはない器を持たなければならないし、いろいろな意味で自分なりに準備をしてととのえていたと思います。しかし、ニコデモは今、ほぼほぼ求めていたものを全部、手に入れたのにもかかわらずむなしいわけです。本当はあそこに本物はなかったということでしょう。そこで危険を覚悟してまでイエス様のところを訪ねてイエス様と会話を交わす内容が、ヨハネが福音書3章の内容です。その内容を見てみると、それほど成功して指導者の立場にあり知識もあり、聖書の知識も持っている人で、社会的にも認められる人なのに、イエス様との会話を聞いてみると、ちぐはぐ、かみ合わないことが読み取れます。
なぜこのように懸命にほかの人より一生懸命、成功を目指して、それを手に入れたのにもかかわらず、そうではなかったのでしょうか。何が欠けていたのでしょうか。言葉を変えますと、正しく生きるために、本当に成功ある人生のために、なにが優先課題なのでしょうか。この問いかけとともに聖書を通して答えを得ていきたいと思います。全部はみな読めませんけれども、皆さん、ぜひ今日の箇所が入っているヨハネの福音書3章を全部読んでみてください。その会話の内容を見てみると、ニコデモが一生懸命走り、急いで努力もして成功を手に入れたのにもかかわらず、彼には人生の真実が分かっていませんでした。人生の本当の姿はよくわかっていなかったということが見られるわけです。つまり、人生の本当の姿が正しく分かった時に、人生の優先課題が変わるわけです。何が本当の人生の真実、姿なのでしょうか。別の言葉で申し上げると、霊的な事実というわけです。知識もあり、努力もあり、社会的にも認められる人間なのに、霊的な事実に対しては０なのです。どうして母の胎内に入ってもう一回生まれるのでしょうか。二度生まれるというのは、どういうことなのでしょうか。まったくかみ合わない状態なのです。そうすると、懸命に努力するのにもかかわらず、それが全く無駄な結果になってしまうわけです。ですから、件名に走る前に、成功を目指す前に、正しい人間になろうと頑張る前に、問題を解決しようとあがきをする以前に、実は、課題が違うのです。これがよくわかっていないと急いで懸命に何かをしたのですが、それがそうではなかったという取り返しのつかない結果につながるようになるわけなので、人生優先課題、正確に申し上げると人生の最優先課題はいったいなんでしょうか。多くの人が懸命に走っていることが優先だと思いますが、実はそうではありません。少し行きとどまって吟味して考えていただきたいと思います。人生の本当の姿は、真実は何でしょうか。それは、人間というのは神様によって創造され、神のかたちとして創造されたということなのです。創世記1：27に、それが明確に証言されているし、神のかたちに創造されたというのは、魚が水の中にいないといけない、木は土に根を下してして生きていかないといけないのと同じように、創造の原理というものがあり、魂のある神のかたちに造られた人間というものは、霊であられる創造主の神様と交わり、神様とともに歩むときに成功があり幸せがある存在として造られたものなのです。これが霊的な事実のナンバー１です。神のかたちであるがゆえに、創世記1：28を見ると、神様が人間を祝福して、どのように生きていけばいいのかという方向も示されるようになります。生めよ、増えよ。地を満たせ。神の代わりにこの地球を治め、神の栄光を現しなさい。これが正しく生きるということです。

なぜなのでしょうか。人間だからです。犬や猫や豚のような動物ではないわけですから。これが霊的な事実です。ニコデモは、このようなことがまったく無知な状態でした。しかし、残念ながらこのように尊い存在として造られて、神のすべての祝福をいただいている人間が神様を離れることになりました。ローマ3：23、すべての人は、罪を犯したので、神からの栄誉を受けることができず。罪を犯すことによって、このすべてが全部壊れることになりました。神を離れ、二度と神様に会うことができなくなりましたけれども、神を離れたというのは、即座でヨハネ8：44にあるように、あなたがたは、あなたがたの父である悪魔から出た者である。悪魔の奴隷になってしまったということなのです。これが人間の本当の真実です。どれほどの状態なのか。エペソ2：3を見ると、生まれながら神の御怒りを受けるべき子らとして生まれた。絶望的な原罪というどん底に捕まって溺れて捕らわれるようになってしまったということなのです。神様を離れたというのは、すべてを失いもうだめだということなのです。その結果、人々は自分ではどうすることもできない不幸の運命に捕らわれて人生を生きることになりました。どうにかなるだろうということであがきをするしかありません。そのあがきをした結果、偶像崇拝に走り、宗教をまとめたり、占いに走ったり、迷信に走ったり、お札、お守りなどに頼っていたりというようなことになるしかありません。神様を離れて絶望的な状態なので暴れるしかありません。その結果がこのようになるのです。すべて、疲れた人、重荷を負っている人は、わたしのところに来なさいと言われるように、心もボロボロ、精神的にも患うようになるしかありません。疲れてしまいます。それが目に見える形で、いろいろな形で現われます。それは肉体的な問題なのです。家庭の問題や病だと様々な問題としてそれが表れるようになり、結局、人生そのものが失敗に終わるしかありません。すべての関係が壊れ、家庭が崩壊し、人間関係、国と国との間が敵対して、自然と人間との間も全部壊れていくようになるし、食うか食われるかのような関係に発展するしかないのです。そのような不幸の運命にとらわれることになりました。
なぜなのでしょうか。神様を離れてしまい、人が理解も気づくことができない霊的な問題にとらわれているからなのです。最後は、人間には一度死ぬことと、死後にはさばきを受けることが定まっています。死とさばきを迎えることになるわけです。それで永遠の刑罰の方に行くしかありません。そして、それで終わりではありません。これが 霊的な遺産になり、子孫たちにずっと受け継がれて流れて行くようになります。子孫三代、四代にまで咎が報われる。あなた方が偶像崇拝をして、先祖祭りなどをしているのは、悪霊に仕えることなのだと聖書は言われます。そのように負の遺産を子孫に残すようになるしかない運命にとらわれて生きるしかないのです。これが人生の真実なのです。昔も今も、国が違って肌色が違っていても、社会の肩書きが違っていて学歴がどうであるか関係なく、すべての人は罪を犯したので、神からの栄誉を受けることができず、神を離れて神を知らない限りは、この運命から逃れることはできないわけです。この中で皆が一生懸命これが正しい、これが悪い、これら成功だ、これら失敗だ、これが美しいことなのだ、これがみじめなことなのだと評価して走っています。その根本のそもそもの根っこの方が全く分かっていないまま、枝論ばかり議論、評価するというのが、この世の中の流れというものです。やっと神様の恵みによっていのちが与えられ、このような霊的なことに目覚めて、それが聞こえてくる存在になったのではないでしょうか。それを考えれば考えるほど感謝するしかありません。まるで盲目の人が、目が開かれて何かが見えてきたというようなこと、肉体的にそれもうれしいでしょうけれども、それの何十倍、何百倍以上の目覚めなのです。大学の教授も大統領になった人もその補佐官の人でもシンクタンクのブレーンの人でも、この人生の真実は全く分かっていません。だから、このあいだも申しあげましたように、その枝だけをみると、黄色、赤、正しい、正しくないというのが、理にかなうかもしれませんけれども、基本、根本の方からずれているわけなので、最初のワイシャツのボタンのかけ違いなので、もう議論の余地もないかもしれません。そのような見方、考え方を持っていなければいけないわけです。特にレムナント、まだ学生のクリスチャンの皆さんは、今、これが修正できれば、どれほどすばらしい人生が待っているのでしょうか。学校で学んできた内容は、脳細胞の片隅の参考にすぎないものであって、人生というものは学校で教わった内容で解き明かすことができるものではありません。学校の教師のお話などは、まるで絶対的な真理のように受け入れて、教会での聖書の話しは受け入れないというのはだめなのです。そうすると、ニコデモのようになってしまいます。ニコデモだけではありません。そのような人間は、歴史の中でたくさんいるし、今現在もいくらでもそのような人間を見ることができます。残念ながら、ここにはそのような証人がほとんど一人もいないような気がしますけれども。

人生の本当の姿、真実が分かったならば、人生の優先課題を改めます。人生の最優先課題は、神様と出会うことです。急いで懸命に走る以前に、優先課題は神様と一緒になることです。病気を直すこと以前に、家庭の問題をどうにか解決しようとする以前に、それが課題ではなくて、優先課題は神様と一緒になることなのです。精神的な問題があり、肉体的な病があり、その病気を治すことが課題ではなくて、神様と一緒になることが優先課題なのです。どんなに病気が治って、症状が改善されたとしても、かみをはなれたままの状態では、不幸の運命に閉じ込められているままの状態なのです。クリスチャンの特徴、特権と言いますと、大学の教授も政治家も見ることができない、人生の真実、本当の姿が見えてきたということなのです。ですから、言葉が違います。単語が変わります。人生最優先課題は、たとえ明日死ぬことがあっても、神様と一緒になることなのです。イエス様の片側で一緒に十字架につけられていた強盗。もうすぐ死にます。その死刑から逃れることが課題ではなくて、神様と一緒になることが課題なのです。これをいのちと言います。霊的な世界、霊的な事実が分かれば、人生最優先課題は、いのちを得ることです。どんなテーマより、地球上のすべてのテーマより優先なのです。いつも皆さんに申し上げていますが、ぜひ刻印されることをお願いします。努力をして人間を高めること、品性が整えられることより優先なのです。神様と出会うことが。経済によって豊かになること、生活や整えられることより優先課題は、神様と出会っていのちが得られることなのです。バベル塔のように成功を収め、高い所に登り詰めることより優先課題は、皆さんが小さいころから抱いていた夢を実現して、夢がかなえられることより優先なのは、神様と一緒になっていのちが得られることです。多くの人は、教会に通っていながらも勘違いするでしょう。律法をどれほど徹底的に守るか以前に優先課題は、神様と一緒になることです。神秘的な不思議な体験をすること以前に優先課題は、神様と一緒になることです。正義感にあふれるかどうかということ以前に、社会正義がああだこうだという以前に大切なのは、優先なのは、神様と一緒になることなのです。知識をどれほど積むのか以前に大切なのは、神様と一緒になることなのです。たとえば知識を積むことが許されなかった、社会正義から反することがあったとしましょう。神秘的なことは何も見たことがない、律法などからは背いてきたつもりであっても、優先課題は神様と一緒になることです。これに心の情念を燃やさなければいけません。信仰生活はややこしくて難しい、堅苦しい内容ではありません。

優先課題は何でしょうか。その優先課題である神様と一緒になって、神様と出会う道は一つしかありません。その道の名前がキリストです。神様は最初からそれ以外には道として与えられたことはありません。女の子孫が生まれて、蛇の頭を踏み砕き、かかとにかみつかれました。キリストしかありません。そして、そのキリストが世に来られて、キリストとしてのすべての働きを全うされました。その方が、はイエスさまです。イエスがそのキリストなのです。つまり、イエスさましか道はありません。わたしは道であり、真理であり、いのちなのです。わたしを通してでなければ、だれひとり父のもとに来ることはありません。なぜそう言えるのでしょうか。十字架の上ですべてを完了したと宣言された方なので、最優先課題は、イエスがキリストですべてを完了しよみがえられて、今も生きていらっしゃる方であれば、そのイエス様をキリストとして、救い主として、神様と一緒にあるいのちとして、信じることが人生最優先課題なのです。神様の課題でもあります。神様の最優先でもあります。私たちが懸命に生きているのか、嘘をつかずにまじめに生きているのか、人に迷惑をかけずに優しい気持ちを持って生きているのか、正しいのか悪いのか、興味一切ありません。イエスを信じるか信じないかだけが神様の優先事項なのです。なぜクリスチャンなのに、これが曖昧なのでしょうか。また、これを譲ってしまうのでしょうか。なぜこれから目をそらすのでしょうか。ニコデモのように。聖書の博士だったのです。霊的な事実が分かっていないと。人生の本当の姿を心から認めないと、この優先課題が優先になりません。神様は、ひとり子をお与えになったほどに、世を愛された。実は、だれでもこの御子を信じる者が、永遠のいのちを持つためです。ローマ1：16-17。義人は、信仰によって生きる。この信仰以外に優先すべき課題はありません。必要なのかどうか、良いかどうか、正しいかどうか、それはわかりません。それを否定するつもりはありません。しかし、それは優先課題ではありません。クリスチャンの中で一番勘違いしやすい、特に韓国のクリスチャンは儒教の影響があり、日本のクリスチャンは和の精神の影響があって、クリスチャンだからまじめなのか、正しいか、嘘をつくのか、優しいか、愛情あるか、そうではないかなどにものすごくこだわっているのですが、別にそれがどうでもいいという話ではありません。けれども、それは優先課題ではありません。それは霊的な事実、この福音とはかけ離れているこの世の流れの話なのです。それを教会に持ち込んできて、教会の話、雰囲気をそれに合わせようとすると大変なことになります。教会はそのようなところではありません。皆さんを優しい人間に改造するところではありません。優しくなるでしょう。私も昔と比べると、だいぶ優しくなりました。そうなるものであって、優先課題ではありません。優しくなることにこだわることによって、イエス様を信じる信仰が曖昧であれば、それは悪魔の餌食になるわけです。信仰の他には武器はありません。信仰は、私たちから出たものではないので。他は全部、自分で作り上げるものでしょう。それを宗教と言います。神様が与えられたものは恵みです。何の負担も重荷もありません。その重荷を下ろすためにイエス・キリストが招いていらっしゃるのではないでしょうか。神様は他の何も問わずに、このイエス様を信じて救いが得られること、いのちが得られることを大優先課題にしています。

ですから、何が優先なのかというと、イエス様を信じる信仰なのですが、なぜそれが優先なのかというと、イエス様を信じることによってのみ、人は新しく生まれることができるわけです。新しく生まれることが優先課題であって、整形手術ではありません。分かりますか。金持ちになることとか性格を変えることが優先課題ではなくて、新しく生まれることなのです。それはキリストなるイエス様を信じることの他にはありません。新しく生まれることによって、その人は神の国に入ることができます。暗やみの国から抜け出して、神の国に入るというのは、神の恵みの世界に入った途端に、神様に導かれ、神に支配され、神の祝福の中を歩くようになるわけです。また、生きる理由も神の国に変わるようになります。それが優先課題です。永遠のいのちを得て、新しく生まれることによって、神様とくっつくようになることが優先課題であり、この内容を全部まとめて永遠のいのちと言うわけです。これが人生最優先課題です。その鍵は、イエス様を信じることです。いつも申しあげているように、このイエス様を信じるというときの信仰というのは、宇宙にそのような言葉はありません。今まで皆さんが聞いて考えていた信仰と言う言葉と一緒にしないようにしてください。それと紛らわしいのですが、全部下して全部捨てて、宇宙にない人生初めて聞いた言葉として受け止めて考えてください。イエス様がすべての問題を解決して、しかもキリストであるイエス様しかできない永遠のいのちのためのすべてをなさって、それを信じることなのです。だから、信仰です。行いではなくて、信仰というのです。優先課題は、それです。それなのに、世の中の人はもういまでもなく、残念ながら、クリスチャンの方々も優先課題が別のものになっているので、よくも悪魔にだまされてやられてしまうのです。悪魔は懸命にまじめにやる人は、ちっとも怖くありません。気にも留めません。そういうもので勝負できると思いますか。いま地球が、政治が変わりこれが変わり、そのように見えるのでしょうか。暗やみの王国があり、霊的な世界が動いている。諸々の悪霊と天使によって動いているということを、一度も考えたことがないのでしょうか。皆さんがただの皆さんでしょうか。イエスの霊が宿っている、悪霊が見るとイエスに見えるすばらしい神殿となっているものとして生きていらっしゃるのでしょうか。そうであれば優先課題は変わります。たぶんクリスチャンの勝利も、この優先課題を実際に変えて実践していくということが勝利のポイントになると思います。
つまり、この優先課題が何かわかったときに、人生の本当の勝利の始まりは、優先順位を正しく整えることです。ですから、自慢することもないし、がっかりすることもありません。未信者の場合は、優先課題は悔い改めることです。今まで優先だと思っていたものを全部下して悔い改めて、イエス様がお招きしていらっしゃるその御声に応答して、そのイエス・キリストを信じて受け入れること、それが何より優先課題です。成功することが優先でありません。まじめな人間になることが優先ではありません。家族を養うことが優先ではありません。そうしなくてもいいのか。そういう意味ではありませんけれども、必要なことで正しい内容かもしれませんが、正しいことが優先ではありません。いのちが優先なのです。勘違いしないようにしてください。逆に自由になるようにしましょう。鎖につながれている様々な束縛から自由になるようにしましょう。そして、幸いなことにイエス様を信じることによっていのちが得られたクリスチャン、信者の場合に、優先課題は信じ続けることです。だから、まずイエス・キリストの中にあって信じることです。クリスチャンでも肉体の限界を持っているし、環境の様々な険しさもあるし、いろいろな問題にぶつかるし、いろいろな弱さにぶつかるようになります。そういうときに、優先課題は、それにぶつかって格闘することでもないし、だれかのせいにすることでもないし、もっと頑張ろうではないかということでもありません。優先は、イエスの中にあって信じることです。なにを信じることでしょうか。イエスを信じる者に与えられました永遠のいのちの秘密なのです。主がともにおられます。内側に内住していらっしゃいます。誰も奪い取ることができません。新しく生まれたわけです。以前のものは過ぎ去り、尊い神の子どもと呼ばれる、わたしの目には尊いものだと言われている者に変わりました。秘密中の秘密は、皆さんの能力と関係なく、気づいてさえいれば暗やみの悪霊の力が震える存在に作りかえられました。これがいのちの秘密なのです。これを告白して信じることが優先であり、死の影の谷を歩いていても、刑務所の中に閉じ込められていても、無視されて濡れ衣を着せられることがあっても、それを弁解して裁判を起こすことではなくて、神がともにおられるインマヌエルのいのちの祝福をどれほど味わうかということが優先なのです。ほとんど優先課題が違うのです。霊的な事実が分かっていれば、講壇ではこれが優先です。「私たちの弱さのゆえに、また騙されることがあってもここに帰って、これを優先課題にしてください」と言われると、ニコデモのように「先生、今大変なのですがなにをおっしゃっているのかわかりません」「どうやって母の胎に入って二度生まれるのでしょうか」というような質問が多いのです。今日からそのような質問を全部下してください。

それでイエス様は最後に、ヨハネ3：16、神は、実に、そのひとり子になったほどに、世を愛された。それは御子を信じる者が、ひとりとして滅びることなく、永遠のいのちを持つためである。ニコデモよ。おまえに必要なのは、湯銭課題は、懸命に走って成功を治め夢をかなえることではありません。イエスを信じなさい。新しく生まれない限りは神の国とは関係ないのだとおっしゃっているのです。私たちが今まで当たり前に思っていた内容が、ぜひ聖書が語っている最優先課題の答えを通して全部壊れて崩れることを祈りたいと思います。いつもイエスを信じる信仰を優先にしましょう。必ずそこには永遠のいのちの祝福が目に見える形で現れる勝利を体験するようになるでしょう。
（祈り）
恵み深い天の父なる神様。生まれたときから神を離れてこの世が作り上げた優先課題が、いまだに優先になって成功しなきゃ、一生懸命、頑張らなければ、夢をかなえなければということにクリスチャンの私たちもとらわれて惑わされています。人生最優先課題が、イエス・キリストを信じる信仰であり、信じ続けることであり、その中にまことの夢があり、まことの成功があることを兄弟姉妹が改めて豊かに味わうことができるようにひとりひとりを導いてください。世が作り上げた重荷を下ろす、まことの安らぎをひとりひとりに与えてください。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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